
５　除去の解除について
　　医師の指導のもと，経口負荷試験を行って症状が出ないことが確認され摂取可能になった場合や，既往歴があり長期間未摂取であったものが複数回の家庭での飲食において症状が誘発されないことが確認できた場合など，医師から食物除去解除の許可があったときは，保護者からの除去解除の申請を受け，以下の手順で解除する。
 (1)　保護者は，アレルギー対応解除の申し出を学校に行う。
 (2)　学校は，「除去解除申請書」(様式2-5-1)を保護者へ渡す。

 (3)　保護者が申請書を記入し，学校へ提出する。

 (4)　学校は，保護者との面談等により，医師の指導内容や家庭における原因食物の摂取状況等を把握・確認し，対応委員会で対応を検討・決定する。

 (5)　学校は，学校記載欄に決定した対応等を記入のうえ，写しを保護者へ渡す。

 (6)　学校は，原本を管理指導表と一緒に保管し，写しを学務課へ送付する。


６　飲用牛乳について
微量の牛乳が皮膚に接触するだけで全身症状をきたす最重症の児童・生徒がいる場合は，配膳・片付けにおいても十分に配慮をする。
飲用牛乳は，単価が一定であることから，医師の診断により飲むことができないとされた場合に限り，返金を伴う除去対象とする。
　　なお，乳アレルギーの場合は，完全除去を基本とするため飲用牛乳のみの除去は
行わず，料理も含めた除去とする。
　給食費の取扱いについては，下記の手引き・資料を参考に手続きを行う。

　　
※給食会計に関する手引き
小学校　「学校給食会計事務の手引き」
中学校　「中学校給食（親子調理方式）実施マニュアル」
＜参考資料＞
　　ア　飲用牛乳の辞退について（参24）
　　イ　飲用牛乳辞退届（参25）
　　ウ　飲用牛乳に伴う返金について（参26）
７　通級指導学級における対応
 (1)　原籍校は，把握から対応内容決定まで行う。

 (2)　原籍校は，管理指導表，取組プラン，緊急時個別対応カードの各写しを通級指導学級設置校へ保護者を通じて渡す。

 (3)　通級指導学級設置校は，役割分担モデルのとおり，あらかじめ原籍校と同様に薬品等の保管，搬送病院の希望有無等を保護者と面談等を通して確認のうえ，児童・生徒の身近な箇所に緊急対応ファイルを備える。

 (4)　通級指導学級設置校は緊急対応総括ファイルに該当児童・生徒の情報を加える。


８　管理指導表の記入について

 (1)　学務課は，管理指導表を記載する医師に対して，調布市の食物アレルギー対応を知らせ，必要項目を正確に記載してもらえるよう，記入についてお願いする文書を作成し，保護者を通じて配布する。(様式2-8-1)
 (2)　学務課は，管理指導表を提出する保護者に対して，管理指導表の有効期限や調布市の食物アレルギー対応を知らせ，必要項目を正確に記載してもらえるよう，記入についてお知らせする文書を作成・配布する。(様式2-8-2)
 (3)　管理指導表の有効期限は，医師記載日から1年間のため，有効期限が近付いた

　　ら，原則，症状等に変化がない場合であっても，医療機関を受診し，管理指導表

　　の更新が必要なことを保護者へ伝える。
 (4)　最終学年の管理指導表については，例外として，医師記載日から1年間を超え
　　ても，症状等に変化のない限り有効とみなし，保護者に更新は依頼せず，年度末
　　まで対応を継続する。
ガイドラインＰ44，対応指針Ｐ17参照





ガイドラインＰ45，


対応指針Ｐ18・19・35・37参照





ガイドラインＰ10～17・29～47


対応指針Ｐ15・34・39参照
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